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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

政
策
提
言

委
員
会
の
う
ご
き

こ
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案
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ま
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一
般
質
問

政
策
提
言

委
員
会
の
う
ご
き

質

問

11
月
に
開
催
さ
れ
た
県
央

南
部
地
域
連
絡
道
路
新
橋

建
設
促
進
協
議
会
総
会
の
内
容
は

何
か
。
特
に
利
根
川
新
橋
と
烏
川
新

橋
の
建
設
促
進
の
力
点
は
当
然
、
利

根
川
新
橋
で
あ
る
か
。

答

弁

町
長　

11

月
１
日
に
開
催

さ
れ
た
総
会
に
は
、
会
長

で
あ
る
前
橋
市
長
、
副
会
長
で
あ
る

私
の
他
、
前
橋
市
・
玉
村
町
・
高
崎

市
の
議
会
議
長
や
委
員
長
、
関
係
部

署
の
部
課
長
が
出
席
し
、
令
和
３
年

度
の
要
望
活
動
な
ど
の
事
業
計
画
案

が
承
認
さ
れ
た
。
総
会
後
に
会
長
に

よ
る
知
事
へ
の
建
設
促
進
要
望
活
動

が
行
わ
れ
た
。

　

協
議
会
の
主
眼
点
は
、
ま
ず
は
前

橋
玉
村
線
以
南
の
県
道
認
定
と
利
根

川
新
橋
建
設
に
力
点
を
置
き
、
そ
の

後
、
高
崎
市
へ
の
延
伸
と
烏
川
新
橋

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
前
橋
市
及
び
高
崎
市
と

協
力
し
、
建
設
促
進
に
つ
な
が
る
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

質

問

副
町
長
は
県
土
整
備
部
長

の
経
験
か
ら
、
建
設
促
進

に
向
け
た
県
へ
の
働
き
か
け
の
仕
方

等
で
何
か
考
え
は
あ
る
か
。

答

弁

副
町
長　

利
根
川
新
橋
建

設
が
県
、
特
に
県
央
地
区

に
と
っ
て
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
い
う

視
点
か
ら
、
必
要
不
可
欠
な
橋
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、

県
は
公
共
事
業
に
つ
い
て
既
存
の
イ

ン
フ
ラ
の
補
修
整

備
に
力
点
を
置
い

て
い
る
が
、
利
根

川
新
橋
建
設
に
つ

な
が
る
活
動
は
工

夫
し
て
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
た
ま
り

ん
」
の
抜
本
的
見
直
し
を

質

問

「
た
ま
り
ん
」
の
運
用
で
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

社
会
に
資
す
る
電
気
自
動
車
の
導

入
、
Ｊ
Ｒ
等
各
駅
に
向
け
た
幹
線
道

路
走
行
へ
の
転
換
及
び
学
童
送
迎
へ

の
活
用
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

弁

町
長　

町
の
状
況
に
合
わ

せ
た
車
両
の
見
直
し
や
県

で
現
在
策
定
中
で
あ
る
群
馬
県
地
域

公
共
交
通
計
画
を
踏
ま
え
た
運
行

ル
ー
ト
の
研
究
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。

答

弁

教
育
長　

「
た
ま
り
ん
」
を

小
学
校
の
登
下
校
に
そ
の

ま
ま
活
用
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で

は
難
し
い
と
考
え
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

•
 

角
渕
の
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
場
・
キ
ャ
ン

プ
場
の
使
用
実
態
と
今
後
に
つ
い
て

質

問

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

に
よ
り
学
校
行
事
の
変
更

や
中
止
、
給
食
時
の
黙
食
等
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
子
供
た
ち
の
生
活
が

大
き
く
変
化
し
、
児
童
の
心
理
的
不

安
や
影
響
は
大
き
い
と
考
え
る
。
報

道
で
は
子
供
の
自
殺
率
が
全
国
的

に
上
昇
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
学
校
現
場
で
は
児
童
の
悩
み
の

把
握
、
心
の
ケ
ア
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。

答

弁

教
育
長　

教
職
員
が
子
供

た
ち
と
の
関
わ
り
を
大
切

に
す
る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
子
供

の
不
安
や
悩
み
を
把
握
し
、
保
護
者

と
の
連
携
、
学
年
や
校
内
教
育
相
談

部
会
、
状
況
に
よ
っ
て
は
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
町
の
ふ
れ
あ
い

教
室
な
ど
の
専
門
機
関
と
連
携
す
る

な
ど
、
相
談
体
制
を
構
築
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
て
の
学
校
で
毎
月
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に

中
学
校
で
は
毎
日
の
生
活
記
録
や
先

生
に
伝
え
た
い
こ
と
等
を
記
す
「
生

活
ノ
ー
ト
」
等
に
よ
り
、
子
供
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
状
況
を
把
握
し
、
個

別
に
対
応
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
自
殺
者
数
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
長
期
休
業

明
け
の
時
期
等
は
、
普
段
以
上
に
意

識
し
て
、
き
め
細
や
か
に
子
供
た
ち

の
様
子
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

空
き
家
の
活
用
を

質

問

地
域
の
住
民
や
高
齢
者
の

交
流
の
場
、
地
域
で
子
供

た
ち
を
見
守
り
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
、
ま
た
子
ど
も
食
堂
と
し

て
空
き
家
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。

答

弁

町
長　

高
齢
者
等
の
居
場

所
づ
く
り
や
子
ど
も
食
堂

に
空
き
家
を
利
用
す
る
こ
と
は
空
き

家
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
た
め
、

関
係
各
課
と
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

質

問

フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も

食
堂
に
つ
い
て
の
案
内
が

本
当
に
必
要
な
世
帯
に
行
き
届
い
て

い
な
い
の
で
は
。

答

弁

町
長　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の

利
用
方
法
や
子
ど
も
食
堂

に
つ
い
て
広
報
等
で
紹
介
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
必
要
な
情
報
が
行
き

届
か
な
い
世
帯
も
あ
る
。
今
後
、
学

校
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
高
齢
者

の
「
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
」
な
ど
を

通
し
て
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
工

夫
を
し
て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

•
 

消
え
か
け
た
道
路
標
識
や
通
学
路

の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

利根川新橋建設に向け

働きかけを

コロナ禍での

子供たちのケアは

学習支援と子ども食堂

利根川新橋と接続する与六分前橋線
北端を南側から撮影（板井地内）

 町長 教育長
関係機関と連携し

相談体制を構築

今後も建設促進活動を

行う

堀
越
真
由
子

羽

鳥

光

博


